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第 82回国民スポーツ大会・第 27回全国障害者スポーツ大会 

長野県準備委員会第９回広報・県民運動専門委員会 次第 

 

 

１ 開会 

 

２ 委員長あいさつ 

 

３ 報告事項 

（１）広報・県民運動専門委員会委員の変更 

（２）準備委員会における決定事項 

 

４ 審議事項 

   （１）第 82回国民スポーツ大会・第 27回全国障害者スポーツ大会 

花いっぱい運動について 

① 花いっぱい運動推奨花（案） 

② 花いっぱい運動全体計画（案） 

（２）第 82回国民スポーツ大会・第 27回全国障害者スポーツ大会 

広報ボランティア募集要項（案） 

（３）第 82回国民スポーツ大会・第 27回全国障害者スポーツ大会 

情報支援ボランティア養成（案） 

 

５ その他 

 

６ 閉会 



 

 

 

 

 

報告事項 
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広報・県民運動専門委員会委員の変更 

（委員は順不同、敬称略） 

職 名 新任者 旧任者 所属・役職等 

委 員 堀内 哲也 窪田 勝 信越放送株式会社 情報センター長 

委 員 篠原 弘和 松岡 隆 株式会社テレビ信州 報道制作局長  

委 員 山岸 寿美 小林 明子 長野朝日放送株式会社 報道制作局長  

委 員 高森 和郎 小市 昭夫 信濃毎日新聞社 取締役編集局長  

委 員 小室 浩幸 清水 敬久 株式会社朝日新聞社長野総局 総局長 

委 員 北市 治史 渡辺 理雄 株式会社読売新聞社長野支局 支局長 

委 員 石毛 紀行 原田 成樹 株式会社産業経済新聞社長野支局 支局長 

委 員 － 中出 健太郎 株式会社スポーツニッポン新聞社長野支局 支局長 

委 員 髙島 剛志 宮坂 康弘 株式会社長野日報社長野支社 支社長 

委 員 阿萬 英之 小島 孝則 株式会社時事通信社長野支局 支局長 

委 員 中村 宏平 茅野 繁巳 公益財団法人長野県スポーツ協会 専務理事  

委 員 月岡 俊明 － 
公益財団法人長野県障がい者スポーツ協会 常務理事兼事

務局長 

委 員 － 永原 龍一 公益財団法人長野県障がい者スポーツ協会 常務理事 

委 員 石川 政好 宮澤 俊樹 長野県小学校長会 幹事長  

委 員 加藤 浩 牛越 雅紀 長野県中学校長会 幹事長  

委 員 馬場 正一 廣田 昌彦 長野県高等学校長会 副会長  

委 員 佐藤 幸三 浦野 憲一郎 長野県特別支援学校校長会 庶務幹事 

委 員 藤沢 憲一 － 小布施町教育委員会事務局生涯学習課 課長 

委 員 － 益満 崇博 小布施町企画財政課 課長 

委 員 小山 浩一 若林 憲彦 長野県観光スポーツ部観光誘客課 課長 

 

報告事項１ 
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準備委員会における決定事項 

会議・開催日 決定事項 

所掌専門委員会 

総務 

企画 

競技 

運営 

広報 

県民 

宿泊 

衛生 

輸送 

交通 

式典 

会場 

警備 

消防 

第 12回常任委員会 

令和６年７月 26日 

オンライン会議 

第 82回国民スポーツ大会・

第 27 回全国障害者スポー

ツ大会長野県準備委員会 

専門委員会規程の改正 

       

第 82 回国民スポーツ大会 

開催予定施設の変更 
〇       

第 27 回全国障害者スポー

ツ大会県及び会場地市町

村の業務分担・経費負担基

本方針及び細目の改正 

〇       

第 82 回国民スポーツ大会 

デモンストレーションス

ポーツ実施競技及び会場

地市町村第二次選定 

 〇      

第８回総会 

令和６年７月 26日 

オンライン会議 

令和５年度事業報告        

令和５年度収支決算        

令和６年度事業計画        

令和６年度収支予算        

令和６年度暫定収支予算

（会長専決処分） 
       

 

報告事項２ 
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審議事項 
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1 ケイトウ 7月～11月
赤,ピンク,黄,
オレンジ,淡緑

2
サルビア（ｻﾙﾋﾞ
ｱ・ｽﾌﾟﾚﾝﾃﾞﾝｽ）

6月～11月
赤,ピンク,紫,
白,青,複色

3
ジニア

（ﾋｬｸﾆﾁｿｳ）
5月～11月上旬

白,赤,ピンク,
オレンジ,黄,

緑,複色

4 センニチコウ 5月～11月
白,赤,ピンク,

黄,紫

5
ニチニチソウ
（ビンカ）

5月～11月
白,赤,ピンク,

紫,複色

6 ポーチュラカ 5月～10月
白,赤,ピンク,
オレンジ,黄,

紫,複色

7
マリーゴールド
（ｱﾌﾘｶﾝ種・ﾌﾚﾝ

ﾁ種含む）
4月～12月

黄,オレンジ,
白,赤,複色

8 メランポジウム 4月～11月 黄
・初心者でも育てやすい
・開花期が長い
・耐寒性：弱い
・耐暑性：強い

推奨花（品目）

・初心者でも育てやすい
・開花期が長い
・耐寒性：弱い
・耐暑性：強い

・開花期が長い
・耐寒性：弱い
・耐暑性：強い

・初心者でも育てやすい
・開花期が長い
・耐寒性：弱い
・耐暑性：強い

・初心者でも育てやすい
・開花期が長い
・耐寒性：弱い
・耐暑性：強い

・初心者でも育てやすい
・開花期が長い
・耐寒性：弱い
・耐暑性：強い

・初心者でも育てやすい
・開花期が長い
・耐寒性：弱い
・耐暑性：強い

開花
時期

花色 その他特徴

第82回国民スポーツ大会・第27回全国障害者スポーツ大会

・初心者でも育てやすい
・開花期が長い
・耐寒性：弱い
・耐暑性：強い

花いっぱい運動　推奨花（案）

　とおりとする。

　　「第82回国民スポーツ大会・第27回全国障害者スポーツ大会」花いっぱい運動推奨花を以下の

審議事項１－１
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推奨花選定の経緯等 

 

１ 推奨花選定の目的 

  花いっぱい運動をより円滑に推進、また展開していくため、多くの県民の皆様が管理・育成し

やすい推奨花を選定する。 

 

２ 推奨花選定に係るこれまでの経緯 

 （１）令和６年３月７日 第８回広報・県民運動専門委員会 ※書面審議承認日 

    花いっぱい運動において県民に栽培を推奨する花の候補を選定するため、当委員会の部会

設置要項を改定し、推奨花選定部会の設置について承認。 

     ※推奨花の候補選定は当委員会からの付託事項 

 

 （２）令和６年６月 14日 第１回推奨花選定部会 

    ５名の部会員により、推奨花の選定ポイント＊１（事務局にて設定）を参考に 13種の推奨

花候補＊２について検討。 

推奨花選定部会 部会員  

佐久平総合技術高等学校長 上原 一善 ※部会長 

長野県野菜花き試験場花き部長 宮坂 昌実 ※副部会長 

松本養護学校長 永田 寛尚  

長野県農業大学校農学部主幹教授 荒井 政昭  

長野県農政部園芸畜産課主査 荻原 麻琴  

    ＊１ 推奨花の選定のポイント 

      ①病害虫に強く、比較的育てやすいこと 

      ②開花期間が長く、国スポ開催期間中（９月下旬～10月末頃）に見頃を迎えること 

      ③花壇やプランターでの栽培に適していること（草丈含む） 

      ④種が入手しやすく安価であること 

      ⑤本県の地形的・気候条件等、地理的特性を踏まえること 

 

    ＊２ 13種の推奨花候補 

インパチェンス ケイトウ 
コスモス 

（キバナコスモス含む） 

コリウス 
サルビア（サルビア・
スプレンデンス） 

ジニア 
（ヒャクニチソウ） 

センニチコウ 
ニチニチソウ 
（ビンカ） 

ベゴニア（ベゴニア・
センパフローレンス含む） 

ペチュニア ポーチュラカ 
マリーゴールド（アフリ
カン種・フレンチ種含む） 

メランポジウム   

  

審議事項１－１ 参考資料 
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（３）令和６年６月 28日～７月 16日 推奨花選定部会員へ意見照会 

    第１回推奨花選定部会での意見を参考に選定した推奨花候補（案）13種品種＊２につい

て、部会員に対して意見照会。 

     

     ①部会員 

      選定ポイントを踏まえ、推奨花としてふさわしい花を８種類程度選択。 

     ②事務局 

      上記①の結果を集計し、選択票数の多かった上位８品種を推奨花（案）とする。 

       ※意見照会の結果は別紙を参照 

 

 （４）令和６年９月 12日 第２回推奨花選定部会 

    上記（３）意見照会の結果から選定した８品種の推奨花（案）について審議、承認。 

 

選定方法 
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推奨花候補の選択

1 2 ●

2 4 ●● ●

3 2 ● ●●

4 2 ●

5 3 ●

6 3 ● ●

7 4 ● ●●

8 4 ●

9 2

10 2

11 3

12 4 ● ●

13 3 ●

意見照会の結果

推奨花候補
票
数

選択理由

病害虫に強
く、比較的
育てやすい

大会開催期
間中（９月
下旬～10月
末頃）が見

頃

花壇やプラ
ンターの栽
培に適して

いる

種が入手し
やすく安価

本県の地形
的･気候条
件等、地理
的特性を踏
まえている

その他
（例：先催県で多く選択され
ている。長野県で栽培が盛

ん。 等）

インパチェンス ● ● ●
・開花時期が長い

コスモス（ｷﾊﾞﾅｺｽﾓｽ含む） ●● ●● ●
・佐久市の花
・県内コスモスの名所も多い
・わい性の品種の活用

ケイトウ ● ●● ●●●

・耐暑性が強い
・わい性の品種の活用
・品種（わい性）を選べばきれ
いに咲くと思われる

サルビア(ｻﾙﾋﾞｱ･ｽﾌﾟﾚﾝﾃﾞﾝ
ｽ) ● ●●

・学校でよく育てられる品種

コリウス ● ● ●●

センニチコウ ● ●● ●●●
・耐暑性が強い

ジニア（ﾋｬｸﾆﾁｿｳ） ● ●● ●●●
・わい性の品種の活用
・栽培が容易

ベゴニア（ﾍﾞｺﾞﾆｱ・ｾﾝﾊﾟﾌ
ﾛｰﾚﾝｽ含む） ●●

ニチニチソウ（ビンカ） ● ●●●
・耐暑性が強い
・暑さにはとても強い

ポーチュラカ ●●
・あまり知らないので興味あり

ペチュニア ●
・開花時期が長い

メランポジウム ● ●●
・開花時期が長い
・暑さや乾燥に強く、しおれて
も回復する。

マリーゴールド（ｱﾌﾘｶﾝ
種・ﾌﾚﾝﾁ種含む） ●●● ●● ●●●●

・学校でよく育てられる品種

（別紙）
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「第82回国民スポーツ大会・第27回全国障害者スポーツ大会」 

花いっぱい運動全体計画（案） 
 

１ 花いっぱい運動の目的 

  第82回国民スポーツ大会及び第27回全国障害者スポーツ大会（以下「大会」という。）では、

多くの県民が、大会を通して人や地域、スポーツでつながるとともに、来県者を温かいおもてな

しの心で迎える大会の実現を目指して展開することとしているのが県民運動であり、花いっぱい

運動はその取組の一つである。各会場や地域の沿道等を花で飾り、選手、監督をはじめとする全

国からの来県者を県民の育てたいっぱいのお花で歓迎するとともに、本運動に携わった人にも思

い出に残る大会とすることを目的とした取組。 

 

２ 花いっぱい運動の主な取組み 

（１）花育てリレー※ 

   農業系高等学校等が育苗した花苗を各市町村小・中学校等に引き継いでプランターに定植し、

育成した花々で開・閉会式会場、各競技会場、沿道等を装飾する。 

（２）デザイン飾花 

   園芸科がある高等学校等に依頼し、開・閉会式会場に花による作品を制作していただく。 

（３）歓迎装飾・式典飾花 

   開・閉会式会場、冬季大会式典会場、空港、駅等の主要施設に、長野県産の切花や鉢花によ

る装飾を行い、県産品をＰＲする。 

 

３ 花いっぱい運動の進め方 

（１）県民一人ひとりが自発的に参加し、各種団体それぞれの特色を活かした取組を行う。 

（２）県は、推奨花を決定し、種子袋配布や花育てガイド制作による啓発活動を実施する。 

（３）県は、育苗機関等と連携し、試験栽培、試行栽培、本栽培の推奨花の育苗を行う。 

（４）県は、開・閉会式会場、県主催競技会場、空港、駅等の主要施設等を飾花する。 

（５）県は、市町村と調整した花苗、プランター等（競技会場分）を準備し、各市町村へ配布する。 

（６）市町村は、花いっぱい運動実施計画（飾花計画）を作成し、育成団体と連携して花の定植・

育成・管理を行い、競技会場やその会場周辺、アクセス道路を飾花する。（推奨花以外の独自

の花を使用することも可能。） 

 

４ 県、市町村、育成団体の役割分担 

（１）県 

  ア 推奨花の決定 

  イ 試験栽培及び花育てガイド制作 

  ウ 花苗、培養土、プランター、肥料等の調達・配布 

  エ 開・閉会式会場及び県主催の競技会場、空港、駅、主要アクセス道路、道の駅等の飾花・

業者委託（設置･管理･撤去） 

  オ デザイン飾花、歓迎装飾等の検討・依頼 

  カ 花いっぱい運動の啓発（種子袋の作成･配布、情報発信、花育て講習会開催等） 

（２）市町村 

  ア 花いっぱい運動実施計画（飾花計画）の作成 

    ・育成団体の募集、選定 

    ・花設置場所の検討、設置管理者との調整 

    ・競技会場及びその周辺の飾花 

    ・花の育成、運搬、管理、大会後の処分方法 

審議事項１－２ 
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  イ 花苗、培養土、プランター等の調達 

    ・県から配布。推奨花に加え、市町村の花等の活用可 

  ウ 花苗等の受け取りと育成団体への配布、プランター花の育成団体から各競技会場等への運

搬・調整 

  エ 市町村独自の花いっぱい運動、既存の取組等との連携 

  オ 花いっぱい運動の啓発（花育て講習会開催等） 

（３）育成団体（自治会、こども会、老人クラブ、学校、企業、観光・宿泊施設等） 

  ア 花の育成、管理 

  イ 花苗、培養土、プランター等の調達（※既存の取組等との連携） 

    ・市町村からの配布に加え、独自に調達 

 

 

 

【花いっぱい運動の推進イメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県準備（実行）委員会 

・花いっぱい運動の啓発      
・推奨花の決定 
・推奨花試験栽培、育苗・花苗栽培の依頼、調整 
・花育てガイドの制作 
・花苗等の配布（市町村と調整）  
・開・閉会式会場等の飾花 
・主要施設等への飾花（調整）   
・デザイン飾花、歓迎装飾等の検討・依頼 
 

育苗（栽培管理委託）機関等 
（農業系高校等） 

・推奨花の試験栽培（Ｒ７） 
  ⇒ 栽培情報を県に提供 
・推奨花の育苗（Ｒ８～Ｒ10） 
・デザイン飾花 
 

連
携 

連携 

育成団体 
(自治会、こども会、老人クラブ、学校、企業、観光・宿泊施設等) 

・推奨花栽培への協力   ・花苗の定植、管理等 
・各競技会場等への飾花  ・施設や敷地等への飾花 
 

連
携 

参
加 

呼
び
か
け

ｋk
e
  

 

各競技会場等飾花 

 

 

開・閉会式会場等飾花 
デザイン飾花 

 

市町村準備（実行）委員会等 

・市町村における花いっぱい運動実施計画（飾花計画）の作成  
・育成団体等への参加呼びかけ、栽培(定植等)依頼、調整等 
・花苗等の受取り及び育成団体への配布 
・花の育成、管理、運搬、大会後の処分等 
・各競技会場、会場周辺道路等の飾花 
・花いっぱい運動の啓発 
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５ 想定スケジュール 

４年前 令和６年度 

・関係各課・関係団体、機関との相談・調整 

・推奨花の決定（広報・県民運動専門委員会） 

・全体計画の策定（広報・県民運動専門委員会） 

・市町村への全体計画説明 

・試験栽培、花苗栽培依頼 

３年前 令和７年度 

・試験栽培及び活動の記録、課題等の検証 

・花育てガイドの制作（ＨＰ公開含む） 

・次年度の花育てリレー（試行栽培）に向けた市町村への必要資材調査及び 

 育苗機関への供給量照会 

・デザイン飾花の検討・依頼 

２年前 令和８年度 

・花育てリレー（試行栽培）の実施及び活動の記録 

  県→市町村→定植の流れの確認、課題等の把握 

・種子袋作成・配布（ＰＲ用） 

・花育て講習会開催 

・次年度の花育てリレー（試行栽培）に向けた市町村への必要資材調査及び 

 育苗機関への供給量照会 

１年前 令和９年度 

・花育てリレー（試行栽培）の実施及び活動の記録 

  県→市町村→定植・飾花の流れの確認、課題等の把握 

・種子袋作成・配布（ＰＲ用） 

・開催年度の花育てリレー（本栽培）に向けた市町村への必要資材調査及び 

 育苗機関への供給量照会 

開催年 令和10年度 
・花育てリレー（本栽培）の実施及び活動の記録 

・開・閉会式会場等の飾花（デザイン飾花等含む） 

 

※【花育てリレーのイメージ】 

 ６～８月       ７～８月          ７月～10月          ～10月 

 

花の育成団体 
(学校・ボランティア団体等) 

 

プランターや花壇への 

定植・管理 

 

育苗機関 

(農業系高校等) 

 

播種・育苗 

市町村 

    花苗等の受け取り 

   花の育成団体への配布 

市町村・花の育成団体 
 

地域の沿道・会場等を 

装飾・管理 
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花いっぱい運動について 

 

１ 花いっぱい運動とは   

選手、監督をはじめとする全国からの来県者を、県民の育てたたくさんの花でお迎えし、歓迎の

気持ちを伝えるとともに、大会終了後も、県民が推奨花を見るたびに国スポ・全障スポを思い出

し、その成果を継承しようとすることにより、地域の活性化につながる取組としたい。 

 

２ 花いっぱい運動の進め方  

 試験栽培及びリレー型栽培の実証栽培を経て、農業高等学校及び農業関係機関、中学校、小学校

と苗を引き継いで、リレー型栽培を行う。その他、社会福祉施設やボランティア、幼稚園等にも協

力を依頼する予定。このリレー形式で栽培された花々を市町村に活用していただくことで、花い

っぱい運動の推進と国スポ・全障スポ開催の気運醸成を図る。 

 

【リレー型栽培のイメージ】 

  ６～７月      ７月下旬         ８月～10 月         10 月～ 

 

３ 推奨花を選定する目的 

県の園芸機関等、農業系高校、花づくり団体等の有識者による推奨花選定部会を設置し、県民の

皆様に広めていただくおすすめの花として、見栄えが良く、育てやすい、近年の長野県の気候や地

形の特性を踏まえた推奨花を選定する。 

 

４ 参考 

(1) 試験栽培 

  推奨花の開花時期、育て方等を検証するため、県内農業高等学校に協力を要請し、令和 7 

年度より試験栽培を実施する。 

(2) 育て方の普及 

試験栽培の結果等を基に、推奨花の特徴や花の育て方等を分かりやすくまとめた「花育て 

ガイド」を作成し、ホームページに掲載するとともに、「花育てガイドブック」を学校や協 

力団体等に配布する。 

 

 

育苗機関 

（農業高校等） 

 

播種・育苗 

市町村 

花いっぱい運動実施計画 

花苗等の受け取り 

花の育成団体への配布 

花の育成団体 
（学校・ボランティア団体等） 

 

プランターや花壇への 

定植・管理 

 

市町村・花の育成団体 
 

地域の沿道・会場等を 

装飾 

第７回広報・県民運動専門委員会 
令和５年 10月４日決定 

審議事項１－２ 参考資料 
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(3) 開催までのスケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 先催県の開催年の栽培数 

開催県（開催年） 推奨花の種類数 種苗数 プランター数 

福井県（2018） 13種 71,200株 18,000基 

茨城県（2019） 12種 ― 42,400基 

鹿児島県（2020） 
（2023年へ延期のため 

2019年時の予定数） 
13種 122,760株 30,690基 

三重県（2021） 中止 

栃木県（2022） 6種 140,000株 35,000基 

 

年度 実施計画 

令和５年度 推奨花選定部会設置準備 

令和６年度 

推奨花選定部会設置 

第 1 回推奨花選定部会開催 

推奨花及び栽培スケジュールの決定 

試験栽培の準備 

令和７年度 
（開催決定） 

農業高校に小規模試験栽培の依頼 

花づくりガイドの作成と配付 

令和８年度 
（開催２年前） 

花育てリレー試行栽培 

令和９年度 
（開催１年前） 

開催年を見据えた生産・供給体制での花育てリレー
試行栽培 

リハーサル大会会場等装飾の試行 

令和 10年度 
（開催年） 

本栽培 

花育てリレーの展開 
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第 82回国民スポーツ大会・第 27回全国障害者スポーツ大会 

広報ボランティア募集要項（案） 
 

１ 目的 

2028年（令和 10年）に開催される「第 82 回国民スポーツ大会・第 27回全国障害者

スポーツ大会」における県民運動の一環として広報ボランティアを募集し、各種イベン

ト等で両大会の広報周知活動を行う。 

 

２ 実施主体 

第 82 回国民スポーツ大会・第 27 回全国障害者スポーツ大会長野県準備（実行）委

員会（以下「県委員会」という。） 

 

３ 応募要件及び募集人数 

  （１）応募要件 

     高校生以上の県民 

  （２）募集人数 

     20名程度 

 

４ 募集期間等 

（１）募集期間 

  令和７年５月から令和７年７月まで 

（２）研修 

 令和７年８月から令和７年９月頃にオンラインで実施する。 

  ※詳細については別途応募者へメール等により通知する。 

     ※研修終了後、広報ボランティアとして登録を行う。 

（３）活動開始  

令和７年９月下旬から 

 

５ 活動期間 

   令和７年９月下旬から令和８年３月末まで。なお、毎年度末に次年度の登録更新に

ついて意思確認を行い、登録を更新した者については、令和８年４月から活動を行う

ことができるものとする。（次年度の研修受講免除） 

 

６ 活動場所 

県委員会主催のイベント及び県委員会が活動を認めた県内のイベント等 

 

７ 活動内容 

各種イベント（年 10回程度）会場等において、次の活動を実施する。 

（１）広報グッズの配布 

（２）ブース出展の設置・運営 

（３）その他のＰＲ活動 

審議事項２  
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８ 応募方法 

両大会に係るホームページの応募専用フォームに必要事項（氏名、生年月日、活動可

能市町村等）を入力して申し込むものとする。 

 

９ 登録・取消 

（１）登録 

応募要件を満たし、かつ、研修を修了した者を両大会の広報ボランティアとして

登録する。ただし、令和７年４月１日時点で 18 歳未満の者は、応募の際に保護者

の同意を要するものとする。広報ボランティアとして登録した後は、毎年度末に登

録者の意思により登録を更新することができる。 

（２）取消 

本人の申し出によるほか、活動に不適切な事象があった場合や両大会のイメージ

を損なう行為等があった場合は、県委員会の判断により登録を取り消すことがある。 

 

10 待遇 

（１）ユニフォーム等識別用品を支給する。 

（２）県委員会の負担により、「ボランティア保険」に加入する。 

（３）報酬・旅費・昼食は支給しない。 

 

11 個人情報の取扱い 

（１）応募者の個人情報については、両大会の広報活動実施のための業務以外には使用

しない。ただし、申込時において、各市町村等への情報提供に同意した者（令和７

年４月１日時点で 18歳未満の場合は、保護者の同意を得た者）の個人情報は、各

市町村等へ参考情報として提供することがある。 

（２）両大会を広報及び記録する目的として、広報ボランティアの様子を写真・動画撮

影し、県委員会のホームページやＳＮＳ、その他広報媒体、大会報告書に掲載する

ことがある。 

 

12 応募・問い合わせ先 

第 82回国民スポーツ大会・第 27回全国障害者スポーツ大会長野県準備（実行）委員

会［事務局：観光スポーツ部国スポ・全障スポ準備課 広報・県民運動係］ 

〒380-8570 長野県長野市大字南長野字幅下 692-2 

TEL：026-235-7440 FAX：026-235-7451 E-mail：koho2028@pref.nagano.lg.jp 

   

13 その他 

（１）登録された広報ボランティアからの要請に基づき、活動期日等を記載した活動

証明書を発行する。発行は原則、年度末とする。 

（２）ボランティア登録後の連絡は、主に大会公式 LINEを通じて行う。 

（３）この要項に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。 

（４）この要項は、令和７年４月１日から施行する。 
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第 82回国民スポーツ大会・第 27回全国障害者スポーツ大会 

情報支援ボランティア養成（案） 

 

第 82回国民スポーツ大会および第 27回全国障害者スポーツ大会に参加する選手・監督、

役員、視察員、報道員、その他の関係者および一般観覧者（以下「参加者等」という。）に

分かりやすい情報提供を行い、聴覚障がいのある参加者等への情報保障を図るため、次の

方針により情報支援ボランティアの養成を行うものとする。 

 

１ 情報支援ボランティア養成について 

（１） 情報支援ボランティアの養成は、長野県準備（実行）委員会が会場地市町村、障

がい者関係団体との協力を得ながら行う。 

（２） 情報支援ボランティアは、１人１業務を原則として、県民の障がいへの理解を深

めるため、できる限り県内において養成することとし、配慮が必要な参加者等に適

切な対応がとれるよう配置を行う。 

（３） 情報支援ボランティアの養成に当たっては、障がいのある人もない人も広く県民

の積極的な参加と協力が得られるよう配慮する。 

 

２ 情報支援ボランティアの定義 

 情報支援ボランティアは、以下の業務に従事するボランティアとする。 

種別 業務内容 

手話 手話による情報の提供およびコミュニケーション保障 

要約筆記（手書き） ノートテイクやホワイトボードを使用した情報の提供 

要約筆記（PC） パソコンに入力したデータ情報による情報の提供 

 

３ 養成人数 

区分 手話 要約筆記（手書き） 要約筆記（PC） 合計 

人数 400 150 50 600 

 

４ 養成スケジュール 

R６（2024年） R７（2025年） R８（2026年） R９（2027年） R10（2028年） 

養成計画策定   配置計画策定  

 

ボランティア養成 

情報支援ボランティア養成会議 

先催県視察（県、養成会議メンバー等） 

    

 

国

ス

ポ

・

全

障

ス

ポ 

カリキュラム・テキスト作成、マニュアル作成 

募集・登録 

リーダー・指導者養成 

 

全

障

ス

ポ

・

リ

ハ

大

会 

審議事項３  
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情報支援（手話・要約筆記）ボランティアの概要 

 

１ SAGA2024（第 23回全国障害者スポーツ大会） 

①会場受付に配置して選手・来場者に対応     ②来場者に対する手話通訳（表彰式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

③観客席に情報保障席（手話・要約筆記）     ④競技会場（観客席） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 情報支援ボランティアの役割 

  活動場所において、手話や筆談を行い、選手、役員および観客の方に対して、開・閉会式や競技の進

行状況、会場のアナウンス等の情報を支援するとともに、コミュニケーションの支援を行う。 

 

・手話：手指の動きや表情を使って視覚的に表現する言語を用いた情報保障方法。 

・要約筆記：手話のできない方が、ホワイトボード等を利用して対話する情報保障方法。 

・要約筆記（ＰＣ）：音声をＰＣ等で入力し、画面に表示して伝える情報保障方法。 

 

【活動予定場所】 

案内所 
各交通拠点の案内所（シャトルバス乗降所等）、開・閉会式会場および各競技会
場の案内所 等 

公式練習 各競技の公式練習会場 

開・閉会式 受付、会場入口、情報支援席 等 

競技 各競技会場の招集所、受付、各種控所、競技場内、情報支援席 等 

救護・サービス 
救護所、車いす貸出所、コンディショニングルーム、弁当引換所、ドリンクサー
ビスコーナー 等 

おもてなし広場 案内所、ステージ 等 

各種会議 全国代表者会議、監督会議 等 
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